
（ 給湯湯沸設備）  

第８ 条の２  給湯湯沸設備の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条（ 第１ 項第 1 1 号から

第 1 4 号ま でを 除く 。） の規定を 準用する 。（ う ）（ か）（ け）（ せ）（ ひ）  

 

【 解説】  

 本条は、 前条で述べたと おり 、 入力が 1 2 キロ ワ ッ ト を 超える 湯沸設備のう ち、 貯湯部が大気に開

放さ れており 、大気圧以上の圧力がかから ない構造の湯沸設備について規定し たも のである 。構造及

び種類については、 簡易湯沸設備と ほぼ同じ である 。  

なお、 缶体が密閉式、 かつ、 負圧で 1 0 0 度未満の蒸気を 発生さ せ、 こ の蒸気を 熱媒体と し て温水

を 取り 出す温水缶は、 条例上「 給湯湯沸設備」 と し て取り 扱う も のである 。 ま た、 給湯機付き 風呂が

ま にあっ ては、 その形態、 機能、 構造から みて、「 給湯湯沸設備」 と みなす。  

 

１  給湯湯沸設備の建築物等及び可燃性の物品から の離隔距離は、 表８ の２ －１ によ る こ と 。  

  ただし 、 給湯湯沸設備が、（ 一財） 日本ガス 機器検査協会又は（ 一財） 日本燃焼機器検査協会が

定めた防火性能基準に適合し たも のについては、防火性能が確保さ れ、安全性の高いも のと なっ て

いる こ と から 、当該設備等に貼付さ れている いずれかの協会名の認証ラ ベルに記載の離隔距離と し

て差し 支えない。  

 

表８ の２ －１  

火気設備等又は火気器具等の種別 離隔距離( 単位： ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ)  

 入力 上方 側方 前方 後方 

給
湯
湯
沸
設
備 

気
体
燃
料 

不
燃
以
外 

半
密
閉
式 

常圧貯蔵型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
- 1 5  1 5  1 5  

瞬間型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
- 1 5  1 5  1 5  

密
閉
式 

常圧貯蔵型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

瞬
間
型 

調理台型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
- 0  - 0  

壁掛け型・ 据置

型 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  4 .5  4 .5  4 .5  

屋
外
用 

常

圧

貯

蔵

型 

フ ード を 付け

ない場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
6 0  1 5  1 5  1 5  

フ ード を 付け

る 場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
1 5  1 5  1 5  1 5  

瞬
間型 

フ ード を 付け

ない場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
6 0  1 5  1 5  1 5  



フ ード を 付け

る 場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
1 5  1 5  1 5  1 5  

不
燃 

半
密
閉
式 

常圧貯蔵型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
- 4 .5  - 4 .5  

瞬間型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
- 4 .5  - 4 .5  

密
閉
式 

常圧貯蔵型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  4 .5  - 4 .5  

瞬
間
型 

調理台型 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
- 0  - 0  

壁掛け型・ 据置

型 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
4 .5  4 .5  - 4 .5  

屋
外
用 

常
圧
貯
蔵
型 

フ ー ド を 付 け

ない場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
3 0  4 .5  - 4 .5  

フ ー ド を 付 け

る 場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 4 2

キロ ワ ッ ト 以下 
1 0  4 .5  - 4 .5  

瞬
間
型 

フ ー ド を 付 け

ない場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
3 0  4 .5  - 4 .5  

フ ー ド を 付 け

る 場合 

1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
1 0  4 .5  - 4 .5  

液
体
燃
料 

不燃以外 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
6 0  1 5  1 5  1 5  

不燃 
1 2 キ ロ ワ ッ ト を 超え 7 0

キロ ワ ッ ト 以下 
5 0  5  - 5  

上記に分類さ れないも の ― 6 0  1 5  6 0  1 5  

 



＜設置例＞ 

図８ の２ －１  給湯湯沸設備（ 気体燃料を 使用する も の） と 建築物等の離隔距離（ セン チメ ート ル）

（（  ） 内は、 不燃材料で有効に仕上げを し た建築物等の部分又は防熱板であ る 場合の

離隔距離を 示す。 以下同じ 。）  

 

⑴ 半密閉式・ 常圧貯蔵型（ 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 4 2 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 平面 

 

 

 

（ 注）（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

 

 ⑵ 半密閉式・ 瞬間型（ 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 7 0 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 平面 

 

 

 

 

 

（ 注）（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

 

給気口 

1 5 ( 4 .5 ) 以上 

換気口 

1 5 ( 4 .5 ) 以上 

1 5 ( 4 .5 ) 以上 1 5 ( 4 .5 ) 以上 

換気口 



 

⑶ 密閉式・ 常圧貯蔵型（ 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 4 2 キロ ワ ッ ト 以下）  

 

 

 

 

⑷ 密閉式・ 瞬間型（ 調理台型）（ 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 7 0 キロ ワ ッ ト 以下）  

正面 平面 

 

 

 

 

 

 

1 5 ( 4 .5 ) 以上 

開放ま たは移

動可能な家具 

BF 式 

ガス 機器 

4 .5 以上 

換気口 

0 以上 

0 以上 

0 以上 



 

⑸ 密閉式・ 瞬間型（ 壁掛け型・ 据置型）（ 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 7 0 キロ ワ ッ ト 以下）  

ア 壁掛け型 

正面 平面 

 

 

 

 

 

イ  据置型 

正面 平面 

 

 

 

 

 

  

⑹ 屋外用の設置例については、 簡易湯沸設備の設置例を 参考と する こ と 。  

 

4 .5 以上 
4 .5 以上 

4 .5 以上 
4 .5 以上 

4 .5 以上 4 .5 以上 

4 .5 以上 4 .5 以上 



図８ の２ －２  給湯湯沸設備（ 液体燃料を 使用する も ので 1 2 キロ ワ ッ ト を 超え 7 0 キロ ワ ッ ト 以下

のも の） と 建築物等の離隔距離（ ｾﾝﾁﾒ ﾄーﾙ）  

 

①  屋内設置 

平面 正（ 側） 面 

 

 

 

 

 
Ａ 寸法は、 基準では 1 5 センチメ ート ル以上と 規定し ている が、 煙突と 可燃物と の離隔距離でも 規制さ れる 。  

（ 注）（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

②  屋外設置 

平面 正（ 側） 面 

 

 

 

 

 

（ 注）（  ） 内は、 防熱板を 取り 付けた場合の寸法と する 。  

 

２  本条は、 給湯湯沸設備の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条の規定のう ち、 同条第

１ 項第 1 1 号から 第 1 4 号ま でを 除いて、 同条の規定が準用さ れる こ と を 規定し ている 。  
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